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診
療
内
容
概
要

当
院
は
地
域
中
核
病
院
と
し
て
成
人
か
ら

高
齢
者
ま
で
循
環
器
疾
患
全
般

１

息
切
れ
の
原
因
と
な
る
心
不
全

２

胸
痛
を
主
訴
と
す
る
虚
血
性
心
疾
患

（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）

３

下
肢
創
傷
治
癒
遷
延
、
間
欠
性
跛
行
の
原

因
と
な
る
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

４

動
悸
、
失
神
な
ど
の
原
因
と
な
る
不
整
脈

５

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病

に
わ
た
り
個
々
の
患
者
様
に
最
適
な
医
療
を

提
供
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
そ
の
中
で
も
虚
血
性
心
疾
患
、
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
、
不
整
脈
治
療
の
手
助
け
と

な
る
最
新
の
循
環
器
用
Ｘ
線
透
視
診
断
装
置

で
あ
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
用
検
査
装
置

“Alp
h
en

ix
B
ip
lan

e

（Can
o
n

）
”
が
当
院
へ
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
でSiem

en
s

の
ア
ン

ギ
オ
装
置
を
使
用
し
冠
動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
、
下
肢
動
脈
治
療
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
手
術

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
15
年

以
上
使
用
し
て
お
り
最
新
の
ア
ン
ギ
オ
装
置

と
比
べ
て
画
質
、
操
作
性
、
被
ば
く
線
量
に
お

い
て
差
は
明
ら
か
で
し
た
。
今
回
導
入
さ
れ
た

“Alp
h
en

ix
B
ip
lan

e”

で
は
、
画
像
解
像
度
が

上
が
り
よ
り
鮮
明
に
冠
動
脈
、
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど

を
描
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
な
お
か
つ
透
視

の
パ
ル
ス
数
を
落
と
し
、
パ
ル
ス
幅
を
短
く
す

る
こ
と
で
被
ば
く
量
は
1/

2
～
1/

4
と
軽

減
で
き
て
い
ま
す
。
当
然
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

様
々
な
手
技
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
患

者
様
の
被
ば
く
線
量
も
減
り
、
よ
り
安
全
に

侵
襲
度
低
く
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

尼崎中央病院 循環器内科

血管造影室リニューアルと
当院での対応

循環器内科 斎田 天



当
院
で
は
患
者
様
に
ス
ト
レ
ス
の
な
い
冠
動

脈
造
影
及
び
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

（
血
管
内
治
療
）
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
胸
痛
を
主
訴
と
す
る
患
者
様
を

ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
外
来
に
て
簡
便
に
冠

動
脈
Ｃ
Ｔ
、
心
エ
コ
ー
な
ど
を
施
行
で
き
、
冠

動
脈
病
変
を
疑
う
場
合
に
は
入
院
で
の
冠
動

脈
造
影
検
査
を
検
討
い
た
し
ま
す
。
入
院
期

間
は
2
泊
3
日
と
短
期
間
で
、
橈
骨
動
脈
か

ら
局
所
麻
酔
下
で
、
現
在
は
ス
レ
ン
ダ
ー
シ
ー

ス
（
5
Ｆ
ｒ
相
当
の
外
径
（
1.

7
㎜
）
で
内
腔

は
6
Ｆ
ｒ
相
当
）
を
使
用
し
、
冠
動
脈
造
影
検

査
と
同
等
の
侵
襲
度
で
血
管
内
治
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
出
血
、
橈
骨
動
脈

閉
塞
な
ど
の
合
併
症
頻
度
が
さ
ら
に
低
下
し
、

止
血
も
Ｔ
Ｒ
バ
ン
ド
を
使
用
し
た
手
首
の
穿
刺

部
の
圧
迫
の
み
で
あ
り
、
術
直
後
か
ら
食
事

も
出
来
、
歩
行
も
可
能
で
す
の
で
、
極
め
て
術

後
の
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
治
療
法
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
橈
骨
動
脈
が
穿
刺
困
難
な
場
合
は
総

大
腿
動
脈
か
ら
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
現
在

は
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
に
血
管
縫
合
の
で
き
る

デ
バ
イ
ス
を
使
用
し
安
全
に
止
血
を
行
い
、
当

院
で
は
4
時
間
の
ベ
ッ
ド
上
安
静
の
後
、
治
療

当
日
か
ら
ベ
ッ
ド
上
フ
リ
ー
と
し
、
翌
朝
に
穿

刺
部
の
止
血
を
確
認
し
歩
行
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
伴
う
間
欠
性

跛
行
、
重
症
下
肢
虚
血
に
対
す
る
末
梢
血
管

形
成
術
も
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も

ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
2
泊
3
日
で
予
定
入

院
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

心
房
細
動
、
心
房
粗
動
、
発
作
性
上
室
性
頻

拍
な
ど
の
頻
脈
性
不
整
脈
を
指
摘
さ
れ
た
患

者
様
に
ま
ず
薬
物
療
法
を
行
い
、
さ
ら
に
根

治
術
を
希
望
さ
れ
れ
ば
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
加
療
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
月
1
回
、
第
2
週
の
土
曜
日
に
兵
庫

医
科
大
学

循
環
器
内
科

峰
隆
直
先
生
に
来

て
い
た
だ
き
外
来
診
療
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
適
応
に
つ
い
て

検
討
し
、
適
応
あ
り
と
な
れ
ば
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
加
療
当
日
、
当
院
に
て
峰
先
生
が
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
加
療
を
行
い
ま
す
。
入
院

期
間
は
4
泊
5
日
前
後
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
洞
不
全
症
候
群
、
高
度
房
室
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
徐
脈
性
不
整
脈
に
対
し
て
は
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術
を
施
行
し
て
お
り
ま

す
。
こ
ち
ら
は
約
7
～
10
日
ほ
ど
に
入
院
期

間
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
最
新
の
ア
ン
ギ
オ
装
置
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
循
環
器
疾
患
全
般
を
網
羅
し

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
加
療
を
よ
り
安
全
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
疾
患
を
疑
う
症
例
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
当
院
循
環
器
内
科
へ
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
尼

崎
の
地
域
中
核
病
院
と
し
て
開
業
医
の
先
生

方
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

冠
動
脈
造
影
及
び

経
皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

不
整
脈
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術



昭
和
63
年
よ
り
毎
年
行
っ
て
い
る
献
血
事
業
を
、
11
月
15
日
（
火
）

に
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
さ
わ

や
か
な
気
候
で
、
お
待
ち
い
た
だ
い
た
方
々
も
気
持
ち
よ
く
献
血
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

献
血
を
実
施
さ
れ
た
方
へ
は
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
景
品
以
外

に
、
尼
崎
中
央
病
院
か
ら
は
感
謝
の
記
念
品
と
し
て
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

の
鉢
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

手
術
に
必
要
な
血
液
を
扱
う
病
院
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
へ
の

協
力
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
献
血
事
業
も
、
今
年
で
35
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
職
医
師
の
お
知
ら
せ

リハビリテーション科

土田 直樹

1月よりリハビリテーション科で勤務させていただいております土田と申します。

患者さん1人1人に寄り添ったベストなオーダーメイド治療を提供することで、地域

の皆様へのADL拡大とQOL向上に貢献したいと考えております。

よろしくお願いいたします。

受付人数 195人 採血人数 170人

第35回 献血事業について

皆さまのご協力、

ありがとうございました。



尼
崎
中
央
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ラ
ム

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
3
月
よ
り
開
始
し
、
隔
月
連
載
し
て
い
る

「
耳
鼻
咽
喉
科
か
ら
の
耳
よ
り
な
話
」
を
は
じ
め
と
し
、
現

在
で
は
「
外
来
ミ
ニ
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
。
健
康
講
座
な
ど
の
代

わ
り
と
し
て
毎
月
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
の
情
勢
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
活
動
が
で

き
る
の
か
わ
か
り
か
ね
ま
す
が
、
少
し
で
も
情
報
発
信
が

で
き
る
よ
う
に
日
々
工
夫
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。TOPページより閲覧できます。

尼崎中央病院ホームページ

https://www.chuoukai.or.jp

糖尿病フェア
糖尿病サポートチーム委員会

色
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

3㎏の脂肪

重さと大きさが分かる模型

血糖値の測定

飲料水に含まれる

砂糖の量のモデル

11
月
7
日
～
11
日
、
初
の
試
み
と
し
て
、

「糖
尿
病
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
間
中
止
し
て
い
た
糖
尿
病

教
室
へ
の
ご
要
望
も
多
く
、
手
探
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

糖
尿
病
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
様
々
な
展

示
や
、
血
糖
値
の
測
定
も
大
変
好
評
で
、
参
加

さ
れ
た
85
名
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
95
％

来
年
も
参
加
し
た
い
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
も
糖
尿
病
へ
の
関
心
を
深
め
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

11月14日は世界糖尿病デー

インスリンの発見者

フレデリック・バンディングの誕生日

メディカルコラム掲載中

尼崎中央病院 ホームページにて



― 最新マシーン導入！

皆様の身体機能を維持向上出来るマシーンとして活躍してもらいます ―

ローランド通所リハビリ

リニューアルオープン

―気持ちも新たに

リハビリに取り組んで頂けます―

―明るく開放的な

空間に生まれ変わりました―



HiTREX（ハイトレックス）は人間の運動機能で最も大切

な「骨盤」と「背中」の筋肉の働きを向上させる設計のト

レーニングマシンです。インナーマッスルが効率よく鍛えら

れ、歩行能力の向上や腰痛改善に期待できます！

スペースワンダーは足腰に不安のある方でも転倒

の心配をせずに楽しく全身運動が出来ます。ゴムの弾

力で水中の浮力を再現して運動が出来るので関節へ

の負担が少ないマシーンです！

新しく生まれ変わったローランドでは最新式のマシーンを取り揃え、通所専属のリハビリ専門

職を多数配置しております。リハビリスタッフが個別に評価を行い、様々な疾患をお持ちのご利用

者様に合ったリハビリを提供する事が出来ます。利用時には必ず在宅訪問させて頂き、自宅での

些細なお困りごとや自宅の環境調整や移動手段等ご提案をさせて頂いています。そして、定期的

にリハビリ会議を行い、ご本人様の身体機能や在宅生活での変化に合わせてプランの見直しを

行い、漫然と続けるリハビリではなく、ご利用者様の変化に寄り添ったリハビリを提供します。

皆様の生活を支えるために必要な施設となれるよう、職員一丸となって支援させて頂きます。 主任 理学療法士

小川智之

ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
ダ
ー
導
入
！

ハ
イ
ト
レ
ッ
ク
ス

兵
庫
県
初
導
入
！



社会医療法人 中央会

尼崎中央病院

〒661-0976 尼崎市潮江1丁目12番1号

代表 TEL 06-6499-3045 FAX 06-6497-3196
地域医療室直通 TEL 06-6499-3047 FAX 06-6497-3296

ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.ｃｈｕｏｕｋａｉ.ｏｒ.ｊｐ

●関連施設
◇介護老人保健施設 ローランド

◇介護老人保健施設 なにわローランド

◇短期入所施設 ショートステイローランド

◇認知症対応型通所介護センター えがお

◇中央会訪問看護ステーション

◇中央会リハビリデイサービスひびき

●生活支援サービス
◇ベンリー尼崎市役所前店

◇ホームヘルパーステーション ローランド

◇ケアプランセンター ローランド

◇ケアプランセンター なにわローランド

◇尼崎市「小田北」地域包括支援センター

◇介護付有料老人ホーム トワイエ 久々知
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